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【長崎県対馬病院の基本情報】 

 

医療機関名：長崎県対馬病院 

 

開設主体：長崎県病院企業団 

 

所在地：長崎県対馬市美津島町雞知乙1168番7 

 

 

許可病床数：275床 

（病床の種別）一般病床 222床、精神病床 45床、感染症病床 4床、結核病床 4床 

 

（病床機能別）高度急性期機能8床、急性期機能164床、回復期機能50床 

 

 

稼働病床数： 

（病床の種別）一般病床 222床、精神病床 45床、感染症病床 4床、結核病床 4床 

 

（病床機能別）高度急性期機能8床、急性期機能164床、回復期機能50床 

 

 

診療科目：内科、循環器内科、消化器内科、血液内科、腫瘍内科、神経内科、 

人工透析内科、外科、腫瘍外科、整形外科、脳神経外科、精神科、 

リウマチ科、小児科、皮膚科、泌尿器科、産婦人科、眼科、 

耳鼻いんこう科、リハビリテーション科、放射線科、緩和ケア放射線科、 

臨床検査科、救急科、麻酔科  

 

職員数： 

 ・ 医師     ３２ 

 ・ 看護職員  ２７２ 

 ・ 専門職   １０１ 

 ・ 事務職員   ３３ 
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【１．現状と課題】 

①  構想区域の現状 

 ・ 地域人口及び高齢化の推移 

   全国的に少子高齢化が進行していますが、本県は、人口減少のスピードが九州で最も早

く、約50年前から人口減少に陥り、現在まで約33万人の人口が減少しています。そのよう

な中、離島である対馬地域においては、1960年（昭和35年）の69,556人をピークとして本

土地区を上回る勢いで急速に人口減少が進行しており、2017年（平成29年）10月末時点で

は、31,454人と約半減以下となっています。2,025年には、25,418人、2040年には、17,938

人まで減少するという危機的推計となっています。 

【表】各構想区域の国勢調査人口・将来推計人口の推移（単位：人） 

※国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成25 年3 月推計）」公表資料より 

※「2014 年」は平成26 年10 月1 日推計人口、2000 年、2005 年、2010 年は国勢調査人口 

 

高齢化率については、2010年（平成22年）国勢調査数値に基づく、小学校区別高齢化率

を見ると、2015年現在では５つの小学校区単位で高齢化率50％以上になっている。なお、

このままの状況が続けは、33の小学校区（旧小学校区含む）中、2025年度には、高齢化率

70％以上の小学校区が2校区となり、限界集落の定義とされる50％以上については、22小学

校区にのぼることが予想される。また、2035年度には、4小学校区以外は、すべて限界集落

となる見込みです。 

【表】対馬市小学校区毎の高齢化率推計 

 



4 

 

 
※対馬市長期人口ビジョンより 

 

・ 地域の医療需要の推移 

    病床の医療需要、在宅医療等の医療需要ともに減少に向かう 

    【対馬地域】 
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・ 地域の医療需給の特徴 

 

対馬医療需要（2013年と2025年の比較）、（医療機関所在地と患者住所地の比較） 

 

 
 

②  構想区域の課題 

〇対馬地域は医療資源が乏しく自宅での在宅医療は困難。介護系施設や高齢者向け集合住宅が

必要。 

〇維持期リハビリテーションの継続のための通所リハビリテーション施設が不足 

〇あじさいネット導入で、対馬病院の医療情報を他の施設等が共有し、病院と診療所の連携、

介護施設との連携、院外薬局等との連携を推進し、島内全体でシステムを共有すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対馬地域では、医療需要も大幅な増

加は、みられません。 

また、医療機関所在地と患者住所地

を比較すると、患者住所地の医療住所

地の医療需要が多くなっており、一定

の患者が流出しています。 
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③ 自施設の現状 

〇病院理念 

 私たち対馬病院職員は、「対馬の人々が、泣きながら生まれ、健やかに育ち、朗らかに働き、

穏やかに老いて、安らかに人生を終えること」ができるよう支援します。 

〇基本方針 

  医療の確保と医療水準の向上  

   患者中心の医療  

   保健・福祉との連携  

   安全管理の徹底  

   健全経営の確保  

   職員の意識の向上  

〇診療実績 

 （一般） 

届出入院基本料：10対1看護、平均在院日数:19.1日、病床稼働率86.2％ 

〇職員数 

 医師32名、看護職員272名、専門職101名、事務職員33名 

〇特徴 

 ４機能のうち急性期が中心 

〇政策医療 

  対馬島内の中核病院として、５疾病（がん、脳卒中、急性心筋梗塞、糖尿病、精神疾患）、 

５事業（救急医療、災害時における医療、へき地の医療、周産期医療、小児救急医療を含む

小児医療（その他）、在宅医療などを提供。 

  

 

④ 自施設の課題 

〇人口減小、少子・高齢化等の地域環境の変化を踏まえた医療の提供 

〇医師等医療従事者の確保 

〇経営の健全化 
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【２．今後の方針】 ※ １．①～④を踏まえた、具体的な方針について記載 

 

①  地域において今後担うべき役割 

 

〇対馬の最終病院として、対馬市の地域医療の中核としてさらに医療の充実を図る。 

〇対馬の地域包括ケアの中心となり対馬医療を支える。 

 〇対馬医療圏の中核病院として、急性期、小児・周産期、精神、救急、災害、へき地医療な

ど、質の高い島内完結医療を提供 

 〇地域リハビリテーション広域支援センターとしての院内でのリハビリテーションの提供の

ほか、地域関係者の研修会等を実施。 

 〇後方支援病院、診療所、関係施設との連携の構築。 

 〇地域医療連携室を中心とした在宅医療の強化 

 〇地域医療を担う人材育成のため、医師等医療従事者の研修受入体制を整備。地域 

 

②  今後持つべき病床機能 

現状維持。 

 

③  その他見直すべき点 

経営の効率化 
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【３．具体的な計画】 ※ ２．①～③を踏まえた具体的な計画について記載 

 

① ４機能ごとの病床のあり方について 

 

 ＜今後の方針＞ 

 現在 

（平成28年度病床機能報告） 

 将来 

（2025年度） 

高度急性期 ８  ８ 

急性期 １６４  １６４ 

回復期 ５０ → ５０ 

慢性期 ０  ０ 

（合計） ２２２  ２２２ 

 

 

 ＜年次スケジュール＞ 

 取組内容 到達目標 （参考） 

関連施策等 

2017年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019～2020

年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

2021～2023

年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

第
７
次
医
療
計
画

 第
７
期
 

介
護
保
険
 

事
業
計
画
 

２ 年
間 程

度 で 

集 中
的 な

検 討
を 促

進 
第
８
期
 

介
護
保
険
 

事
業
計
画
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② 診療科の見直しについて 

 検討の上、見直さない場合には、記載は不要とする。 

 

 ＜今後の方針＞ 

 現在 

（本プラン策定時点） 

 将来 

（2025年度） 

維持 

 

→ 

 

新設  → 

 

廃止 

 

→  

変更・統合 

 

→ 

 

 

 

③ その他の数値目標について 

 

医療提供に関する項目 

・ 病床稼働率：８７％ 

・ 手術室稼働率：４８％ 

・ 紹介率：１９％ 

・ 逆紹介率：１８％ 

経営に関する項目＊ 

・ 人件費率：６５％ 

・ 医業収益に占める人材育成にかける費用（職員研修費等）の割合：0.5％ 

 その他： 

 

 

 

＊地域医療介護総合確保基金を活用する可能性がある場合には、記載を必須とする。 

 

【４．その他】 

（自由記載） 

 

 

 


